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表紙画︓⼤野 ⼀秀（光⾵会会員、⽇展会友） 

編集特権を利⽤して、⽗⽅の従兄に表紙画

を描いてもらった。従兄といっても、私とは

20 歳以上も年が離れており、『サザエさん』

におけるカツオ君とノリスケおじさんのよう

な関係である（彼らは実は従兄弟同⼠）。

今回描いてくれたのは、従兄が若かりし頃か

ら度々訪れたという、パリ モンマルトルの

サクレ・クール寺院。 

レース会社のデザイナーだった従兄は、ア

ートセンスを磨くため、海外旅⾏がまだそれ

ほどメジャーではなかった時代から、幾度と

なく社命でフランスやイタリアに出張してい

た。幼少期、⽗の実家に出かけると、従兄が

親戚⼀同と円座を組み、海外武勇伝を話して

聞かせるのが常だった。「空港に降り⽴った

途端に新聞を持った⼦たちに取り囲まれる」

といった話は、おぼろげながら記憶にある。

そして、甥の話に聞き⼊り羨ましがる⽗の姿

もまた⽬に焼き付いている。私の⻄欧への憧

れと好奇⼼は、そこから始まったのかもしれ

ない。 

現役時代は細く⻑く⽇曜画家を続けていた

従兄だったが、定年後はいよいよ本格的に洋

画に打ち込み、今ではカルチャースクールで

教えたり、海外の美術キャンプに参加した

り、個展を開いたり…と、それなりに充実し

たセカンドライフを送っているようである。

普段は礼拝堂やステンドグラスをモチーフに

重厚な油絵を描いているが、ラフな⾵景スケ

ッチも得意らしく、従妹（＝私）からの急で

無茶な制作依頼も笑顔で引き受けてくれた。 

ちなみに、⼀秀は「かずひで」ではなく、

「かつひで」と読む。サインにもご注⽬あ

れ。 

⾦沢⽇仏協会 2022 年度役員体制 
◇顧問等 

顧問︓馳 浩（⽯川県知事） 
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⾦沢⽇仏協会の来し⽅、⾏く末      ⾦沢⽇仏協会会⻑ ⽵村 裕樹 

昨年の総会で岩城紀男名誉会

⻑の後継として会⻑をお受けし

ました。その重責に⾝の引き締

まる思いですが、微⼒ながら誠

⼼誠意努めてまいりますので、どうぞ宜しくお願い

致します。 

私がこの協会とご縁を頂いたのは 30 年前。初め

ての⼤きな仕事は、1993 年の創⽴ 20 周年記念の

「都市環境フォーラム」でした。「パリ、ナンシー、

⾦沢三都物語」と⾔うテーマで、当時の⼭出保市⻑

はじめ産学官の⽅々と未来の街づくりを語り合った

のをつい昨⽇の事のように思い出します。 

翌 1994 年には、フランス政府機関・留学⽣の会

や県、市、協会のご⽀援を得て、都市計画を学ぶた

めフランスへの研修留学の機会を得ました。現地で

は、20 カ所の⾃治体・団体をはじめ、姉妹都市ナン

シー市の⽅々にも公私ともに⼤変お世話になりまし

た。これは何にも代えがたい経験であり、今⽇まで

⽇仏交流に注⼒させて頂いている源となっています。 

これまでに協会としては、節⽬ごとのフォーラム

の開催（30 周年の南仏トラム調査を踏まえた「都市

交通フォーラム 2005」、45 周年の「⾦沢・⽯川のフ

ランス⽂化再発⾒フォーラム 2020」など）、過去 13

回のフランス訪問やフランスからの訪⽇団による親

善交流、「サロン・フランセ」など、様々なイベント

を通じて⽇仏⽂化の相互理解と会員の親睦交流を深

めてきました。また、諸⾏事・講演の報告や会員エ

ッセイなどを掲載した協会誌「ボンジュール」の発

⾏や各種情報を掲載した「ホームページ」により、

⽇仏⽂化の情報発信に努めているところです。 

これも⽇仏両国、県、市のご⽀援や会員の皆様の

熱意とご尽⼒の賜物と深く感謝致します。 

近年、コロナ禍によりマスク・リモート⽣活を余

儀なくされ、協会活動も制限されていました。そん

な閉塞感の中、東京五輪、サッカーＷ杯、野球の WBC

侍ジャパン優勝等のスポーツ観戦で盛り上がり、特

に⼤⾕翔平選⼿や藤井聡太六冠の若き天才達の⼤活

躍にも、元気と感動をもらってきました。 

また、⻑年協会を牽引して下さった⼆⼈の重鎮が

相次いで亡くなりました。浅野周⼆元会⻑には、サ

ロン・フランセの創設や度重なる訪仏交流、五⼗嵐

嘉晴元副会⻑には、⾏事企画・折衝、会計等の協会

⽤務にご尽⼒を頂きました。まさに感謝の⼀⾔です。

謹んでご冥福をお祈りします。 

さて、2022 年度は、新体制の下「コロナに負けず、

知的で楽しいサロン・フランセ」を⽬指して、多彩

な⾏事が再開されました。７⽉には３年ぶりにパリ

祭を開催。11 ⽉には直輸⼊のワイン樽を囲んでボジ

ョレの⼣べ。21 世紀美術館でのイヴ・クライン展と

⾦沢・世界⼯芸トリエンナーレの芸術鑑賞。１⽉は

イルマン仏総領事の｢ビックリ･フランス︕｣の講演

で新春の集い（写真下）。何れも素敵な講演や名曲で、

⽇仏の相互理解と交流を深めたイベントでした。 

2023 年度は⾦沢・ナンシー姉妹都市提携 50 周

年、2024 年度は我が協会の 50 周年を迎えます。今

年度も楽しいサロン・フランセを開催するとともに、

訪仏団の派遣や伝統⽂化を⽣かした有意義な事業が

実現できるよう⼼から願っています。 

今後とも有意義な⾏事を企画し、会員の増強や若

者の参画と⾔った課題にも対応しつつ、⽇仏の親善

交流が⼀層深められるよう、皆さんと⼿を携えなが

ら⼀緒に楽しく活動していきたいと思います。 

皆様のますますのご⽀援とご協⼒を頂けますよう

宜しくお願い致します。    （たけむら ひろき） 
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パリ⽣活に思いを馳せる              ⾦沢⽇仏協会理事 ⼤野 裕美 

令和 4 年度の⾦沢⽇仏協会総会に引き続き、第 1

回のサロン・フランセが⾏われた。講師は、⾦沢市 

国際交流課に勤務する池⽥志穂さん。 

⼤学の英⽂科を卒業後、⾦沢市役所に就職。10 年

以上の実務経験を積んだ後、⾦沢市から⾃治体国際

化協会のパリ事務所に派遣された。講演当時は、2 年

間（2019 年 4 ⽉〜2021 年 3 ⽉）の駐在⽣活を終

え、帰国後１年を経たところだった。『Bonjour』の

前号にも報告記を寄せて下さっているが、今回は 1

時間たっぷり、講演の形で思いの丈を語っていただ

いた。 

講演の内容は、駐在したパリ事務所での仕事の概

要の他、パリの⽇常⽣活における「明」「暗」、フラ

ンスの地⽅の魅⼒、帰任後の業務、まとめとして、

フランス駐在⽣活で得たもの、等々。パリでは、ジ

ャパンエキスポ等、各種イベントで⽇本の⾃治体の

魅⼒を発信したり、⾃治体の海外活動や姉妹都市交

流の⽀援を⾏ったりしていたとのことだ。駐在⽣活

を約半分終えたところで、新型コロナウイルス感染

症が世界的に⼤流⾏。後半は「コロナで始まり、コ

ロナに終わる」1 年だったそうだ。通常のパリ⽣活

を満喫できないのは残念だったかもしれないが、他

の駐在員ができない、得難い経験をなさったのでは

ないだろうか。 

講演の中で、筆者が⼼に残ったエピソードを列挙

しておく。実際にフランスで⽣活したことがある⼈

間には、「さもありなん」と納得のいく話ばかりで、

うなずきながら聴き⼊った。 

☞ 個⼈主義と⾔われるフランスだが、「solidarité」

すなわち連帯感、絆を⼤事にする国⺠性でもあ

る。コロナ禍では、マクロン⼤統領⾃ら、国⺠に

「solidarité」を訴えていた。 

☞ ロックダウンされたパリ市内では、医療従事者

への感謝を伝えるため、毎晩 8 時に部屋の窓や

ベランダから住⺠が拍⼿を送った。 

☞ 対⾯接触が困難になる中、アパルトマンに貼ら

れた「何か困ったことがあれば協⼒する」という

張り紙には、具体的な協⼒⽅法までしっかりと

明記されていた。 

☞ フランスは何事も対策がスピーディー。道路の

カーレーンを⼀本、⾃転⾞レーンに切り替えて

しまったり、パリ中のバス停等に消毒液の器具

を設置したり、レストランのテーブルに注⽂⽤

の QR コードをつけたり、お店や窓⼝には即座

にアクリル板が設置されたり、云々。 

☞ 職場でのマスクは従業員が⽤意するのではなく、

雇⽤主の義務であり、責任でもある。また、⽇本

のように、「アベノマスク」を全国⺠にばらまく

ようなことはなされず、マスクが欲しければ⾃

ら申請して薬局で受け取るという⾮常に合理的

なシステムになっていた。 

☞ コロナ禍でもフラ

ンス⼈のデモ精神

は健在。地下鉄の

令和４年度総会＆サロン・フランセⅠ 2022.4.23(⼟) 14:00〜 於 ⾦沢市⽂化ホール 第 5･6 会議室 

 講演「最近のパリ事情 〜パリで働き、住んでみて」 池⽥志穂さん（⾦沢市国際交流課主査） 
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デモが発⽣すると、⾃動運転の⾞両以外は全線

運休となってしまい、⾃動運転⾞両に乗客が殺

到したり、⾞を使うことになった⼈たちの渋滞

が何⼗㎞にも及んだりすることもあった。 

☞ 職場はオペラ座近くの 15 区にあり、近隣には⽇

本⾷レストランが多かった。ラーメンやうどん

はパリジャンにも⼤⼈気で、常に⾏列。パリの物

価は⽇本の 1.5 倍

で（当時）、⽇本⾷

はさらに⾼値だっ

たが、海鮮など⽇

本⾷が恋しくなる

ことも多く、いつからか円に換算することをや

めた。が、天ぷらうどんだけはあまりに⾼く（24

€）、⼀度きりで断念した。 

☞ 観光⽴国と思われがちなフランスだが、農業⼤

国でもあり、マルシェには⾊とりどりの野菜や

果物が並び、楽しい。⽇本では⾒かけないような

⾁や⿂、野菜にも出会え、発⾒が多かった。特に

⾁は、⽇本のように切り⾝ではなく、動物（ウサ

ギや鶏）の⽑を

剥がしただけの

⽣⾝の姿で売ら

れており、衝撃

を受けた。 

☞ パリ 2 年⽬は、コロナ対策により国境封鎖され、

フランス国外への旅⾏ができなくなってしまっ

た。だが、その分、国内を旅する機会に恵まれ、

フランスの地⽅の魅⼒を知ることができた。地

域によって、気候や街並み、⾷べ物、⽂化などが

異なり、個性豊かな魅⼒に溢れていた。 

☞ フランスには現在 13 の州がある。2 年間のフラ

ンス滞在中、出張も含め、本⼟ 12 州の内 10 州

を訪問することができた。中でも特に印象的だ

ったのが次の景勝地 3 つ。 

 ル・ピュイ＝アン＝ヴレイ 

（オーベルニュ・ローヌ・アルプ州） 

巡礼の町の⼆つの奇岩。 

 エトルタ（ノルマンディー州） 

⻘い海と⽩い断崖のコントラストが絶景。 

 カルナック（ブルターニュ州） 

紀元前 4600 年〜2000 年にかけ並べら

れたと推定される巨⽯群。 

講演の最後

に、池⽥さん

が「フランス

駐在⽣活で得

たもの」とし

て、5 つのポイ

ントが挙げら

れていた。すなわち、▽適応能⼒、精神⼒ ▽⾃ら情

報をつかみ取る⼒ ▽⾏政職員としてのハイブリッ

ドな視点 ▽フランス⼈の価値観 〜ワーク・ライフ・

バランス〜 ▽3 年間でのたくさんのネットワーク。

内、フランスで初めて⽣活した⽇本⼈が何よりカル

チャーショックを受けるのが、最初の 2 点ではない

だろうか。何事も他⼈任せにせず、⾃律性や主体性

を重んじるフランス⼈らしい⽣き⽅が垣間⾒えると

ともに、しなやかで逞しくなければ⽣きていけない

かの地のシビアさも感じられる。ワーク・ライフ・

バランスの価値観も、フランスはかなり先進的だと

思うが（ワーク for ライフな国⺠性）、そうした点は

⽇本が学ぶべきところも多いだろう。 

池⽥さんには⾏政職員として、今後もフランスの

「明」と「暗」をさりげなく織り交ぜながら、複眼

的・多⾓的な視点や新たな気づきを発信していって

いただきたいな…と感じた。 
（おおの ひろみ） 
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フランスの「豊かな」時間と美しき歌声に酔う    ⾦沢⽇仏協会理事 ⼤野 裕美 

⾰命記念⽇の翌々⽇に開かれた⾦沢⽇仏のパリ祭。ゲストのソプラノ歌⼿ 熊⽥祥⼦さん、⾦沢新市⻑の

村⼭卓⽒をはじめ、総勢 50 名が参加し、夏の訪れを祝う賑やかな会となりました。まだまだ続くコロナ禍

において、3 年ぶりのリアル開催を待ち望んでいた⼈々の笑顔が会場には溢れていました。 

しかし、残念なこともあり、パリ祭を誰よりも楽しみにし、直前までお⼿伝い下さっていた五⼗嵐嘉晴相

談役が、6 ⽉に急逝されました。謹んでお悔やみ申し上げます。 

 

プログラムの第⼀部は熊⽥さんによる在仏⽣活体

験談の講演会、第⼆部はやはり熊⽥さんによる仏⽇

歌曲の調べを聴きながらの交流会。講演会と交流会、

ダブルヘッダーの⼤活躍を⾒せてくれた熊⽥さんで

すが、歌⼿にとって喉は命。ソプラノの美声を聴か

せる前に、約 30 分の

講演で声を出し続け

るのは不安もおあり

だったようです。当

⽇は、⾼校時代の親

友たちも応援に駆け

付け、「しょうこちゃ

ーん」と温かいエー

ルを送って下さいま

した。 

熊⽥さんは加賀市のご出⾝。⼩松⾼校を卒業後、

東京学芸⼤学・同⼤学院で⾳楽を専攻し、パリ・エ

コールノルマル⾳楽院に奨学⽣として留学なさった

才媛です。パリ、マルセイユなど 9 年間（2006〜

2015 年）の在仏⽣活の後、⽇本へ帰国。現在は、演

奏活動と並⾏して、東京⼆期会オペラ研修所にてフ

ランス語原語講師を務めるなど、フランス語発⾳指

導も精⼒的に⾏っていらっしゃいます。 

第⼀部の講演

会は「フランス

あるある」な話

が満載。在仏 1

年⽬はカルチャ

ーショックの連

続だったそうで

す。同じ寮に住む友⼈の突然の逝去（事故死）が起

因となって精神的な動揺があり、地下鉄で意識を失

って電⾞とホームの間に転落するアクシデントもあ

った、というお話には胸が痛くなりました。⼀⽅、

そんな⾮常時においてすら、地下鉄⾞内で助けてく

れたフランス⼈たちに「何も盗られていないか︖」

と⼼配されたというこぼれ話には苦笑しました。⾒

ず知らずの相⼿であれ、困ったときには助け合うの

が「フランスあるある」なら、⼈間のずる賢い⾯と

隣り合わせであるのも、性善説万歳の⽇本では考え

られない「フランスあるある」かもしれません。 

サロン・フランセⅡ＜パリ祭 2022＞ 2022.7.16(⼟) 17:30〜 於 ⾦沢ニューグランドホテル「パラッツォ」 

 講演「フランスで過ごした“豊かな”時間 ―出会いと発⾒に満ちた 9 年―」 熊⽥祥⼦さん（ソプラノ歌⼿） 

 交流会「フランスと⽇本の歌曲の調べ」 
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渡仏 2〜3 年後には、フランス語を使った⽇常⽣

活に事⽋かなくなったそうですが、「ただ話すだけで

は上⼿にはならず、やはり⽂法の基礎をしっかりと

⾝につけることが⼤事」という熊⽥さんの指摘は、

外国語学習において重要な視点だと思います。外国

では、たとえ流暢な発⾳であっても、実のない会話

を繰り返していてはリスペクトされません。論理的

に⾔葉を紡ぐことの⼤事さを改めて感じました。 

⼀⽅、フランス処世術として紹介されたポイント

の⼀つに、「ドアは後ろの⼈が来るまで押さえておく」

というものがあります（熊⽥さんの講演録参照）。フ

ランスでは確かにその通りなのですが、パリ祭閉会

挨拶時の神⾕佳男副会⻑による「⽇本帰国後、フラ

ンスと同じようにドアを押さえていたら、いつまで

経っても⾃分が通れず、（ドアマンのように）他の⼈

を通し続けることになった」という話には、これま

た「⽇本︖あるある」だなと笑ってしまいました。

そして、⽇本⼈がフランス⼈（含む⻄欧⼈）にかけ

る三⼤誉め⾔葉（︖）に「顔が⼩さい」「⿐が⾼い」

「⾊⽩」がありますが、相⼿にとっては決して誉め

⾔葉ではなく、それぞれ「脳みそが少ない」「⿐は⼩

さい⽅がいい」「⽇焼けしたい」に変換されてしまう

ようです。くわばらくわばら。 

熊⽥さんは、シャルリーエブド襲撃事件がきっか

けで⽇本に帰国なさったそうです。さぞ怖ろしい思

いをされたことと思いますが、「怖がって⾏動を制限

するのは、テロリストの思うつぼ。平常を保つこと

が⼤事」という⾔葉からは、理不尽な攻撃から⼰の

⾝を守りながらも、いたずらに振り回されることな

く⾃律的・主体的に⽣きようとするフランス⼈らし

い姿勢がうかがわれます。熊⽥さんご⾃⾝、9 年間

の在仏⽣活によって、地下鉄で倒れてしまわれるよ

うなか弱さを克服し、しなやかな強さ、逞しさを⾝

につけられたことが伝わりました。 

第⼆部の交流会では、フォーレの「Après un rêve

（夢のあとに）」や「Aurore（夜明け）」、中⽥喜直の

「夏の思い出」、⼭⽥耕筰の「この道」など、⽇仏の 

有名歌曲を約 10 曲披露していただきました。伴奏

を務めたのは、⾦沢出⾝のピアニスト 松永みなみさ

ん。プログラムの最

後には、⽵村裕樹会

⻑の熱烈なリクエ

ストに応え、ビゼー

の「Habanera（ハ

バネラ）」（オペラ

「カルメン」より）

も歌って下さいま

したが、当⽇まとっ

ていた深紅のドレスが、まさにカルメンさながらで

お似合いでした。 

熊⽥さんの美しい歌声に刺激され、藤村和昌⽒が

披露したバリトンの「荒城の⽉」も、交流会盛り上

げに⼀役買いました（写真左下）。また、協会顧問を

務める村⼭卓⾦沢市⻑（写真右下）もフルート演奏

がご趣味だそうで、⾦沢⽇仏には芸達者な⽅が多い

ようです。 

熊⽥さんの今後ますますのご活躍を期待しつつ、

今年の GW には「⾵と緑の楽都⾳楽祭 2023」での

勇姿を拝⾒・拝聴しに伺おうと思っています。 
（おおの ひろみ） 
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講演録「フランスで過ごした“豊かな”時間 ―出会いと発⾒に満ちた 9 年―」 
ソプラノ歌⼿ 熊⽥ 祥⼦

2022 年 7 ⽉ 16 ⽇、第⼆回サロン・フランセ「パ

リ祭 2022」にお招きいただき、ありがとうございま

した。第⼀部の講演では「フランスで過ごした“豊か

な”時間 ―出会いと発⾒に満ちた 9 年―」と題し、

2006 年から 2015 年まで滞在したフランスでの体

験を、⾳楽留学の話というよりは、フランスで出会

った⼈たちとの出来事、そしてそれについて感じた

ことを中⼼にお話しいたしました。 

フランス⼈というと「プライドが⾼く、英語で話

しかけると答えない」などのイメージが浸透してい

ますが、実際に住んでみると、彼らは異なる⽂化へ

の興味や関⼼が⾼く、異なる⽂化を寛容に受け⼊れ

てくれるオープンなエスプリの持ち主でした。そし

て英語を話せるのに話さないのではなく、じつは英

語が苦⼿で話せないだけだということもわかりまし

た。フランス⼈だけでなく、シリア、レバノン、イ

ンド、ペルー、グルジアなど各国から来た、多様な

バックグウンドを持つ⼈たちとの出会いが、世界に

ついて、⽇本について考える良いきっかけとなりま

した。そしてその中で、⾃分をごまかさないで⾃分

らしくいれば、知らない国でも根を張ることができ

ること、共通点がないように思えても⼼を通じ合わ

せることができることを知りました。 

⽇本では、曖昧な表現や、相⼿に察してもらうこ

とで明⾔を避けられたことがフランスでは通⽤しま

せんでした。「⾔語化する」ことが何よりも⼤事なこ

とのように思えるフランスですが、今でも強い絆で

結ばれている友⼈たちのほとんどが、フランス語が

⾮常に拙かった滞在 1、2 年⽬のころに出会った⼈

たちです。⾔語化することの⼤事さを痛感した⼀⽅

で、ひととひとが⾔葉を超えたところで繋がりあう

ことの尊さに触れた 9 年の経験が、留学時代だけで

なく、今とこれからの私の⼈⽣をより豊かに彩って

くれていると思います。 

今回この講演のお話をいただいたことをきっかけ

に、フランス滞在中の膨⼤な思い出を整理し、⾔語

化することで蘇る思い出や感覚がたくさんありまし

た。お声がけをいただき、温かく迎えていただきま

したことにとても感謝しております。ありがとうご

ざいました。 

コロナ禍も落ち着き、またフランスへご旅⾏に⾏

かれる⽅がいらっしゃると思います。 

そんな時に頭の⽚隅に⼊れておいていただきたい

ことをいくつかご紹介いたします。 

・お店の⼈は愛想がない⼈が殆どですが、⼈種差別

でもなんでもなく、誰に対しても同じ対応ですの
ベルギー館でのコンサート

コンサート後 
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でご安⼼ください。バカンスに⾏くことを楽しみ

に⽣きている彼らは働くのが嫌いなので、仕事を

している⼈はみんな基本的に機嫌が悪いのです。

そんな彼らも、拙くてもフランス語で⼀⽣懸命伝

えようと頑張っていると実はとても優しかったり

します。 

・フランスでは挨拶が何より⼤事なので、お店に⼊

るときは必ず Bonjour!と挨拶をするとお互いに

気持ちよく過ごせるかと思います。挨拶を省略し

て、「〇〇はありますか︖」と⽤件から話し始める

と⼤体怒られます。(経験あり)  

・レストランで注⽂する際、「すみません︕」とお店

の⼈を呼ぶのではなく、向こうから気付いて注⽂

を取りに来てくれるのを待ちましょう。お客さん

のほうが上の⽴場だという認識がないので、なん

で偉そうに呼びつけるんだ︕となります。それで

もあまりに⻑時間気付かれない場合は⼿を挙げる

といいかもしれません。 

・ドアは後ろの⼈が来るまで押さえておく。 

・少しでも体がぶつかったらすぐに Pardon（パルド

ン）と⾔うこと。 

・同じタイミングでドアに近づいたときなど、男性

は必ず⼥性を先に通すこと。 

コロナ禍も終わりに近づき、またフランスで出会

った友⼈たちが⽇本に来てくれる機会が増えそうで

す。その時にはぜひ⾦沢をお勧めしたいと思ってい

ます。 

政治に対しては常に⽂句を⾔っていますが（どこ

の国でもそうですね）、⾃分たちの⾔語や⽂化にとて

も誇りを持っているフランス⼈。 

⼀度「ロンドンに住んでみたいな」と友⼈に⾔う

と「正気︕︖ロンドンなんて⾏ったってエッフェル

塔もないよ︖」と真剣に反対された⽇のことをたま

に思い出して笑ってしまいます。 

フランスでは街中で知らない⼈と⾔葉を交わすこ

とが多く、毎⽇ちょっと外に出かけるだけでなんだ

か楽しい会話や不思議な出会いが多くありました。

つかみどころがなくて、でもいつも⼤きな⼼で受け

⽌めてくれる彼らとの再会を楽しみに、いまある⽇

常を⼤切に過ごしていこうと思います。 
（くまだ しょうこ） 

⾦沢での公演予定 ―⾵と緑の楽都⾳楽祭 2023― 

♪ 「哀愁のジプシー歌曲集」 

2023.5.3(⽔) 13:20〜14:00  ⽯川県⽴⾳楽堂 交流ホール 

♪ 「歌とピアノで綴る東欧への旅」 

2023.5.5(⾦) 12:40〜13:30  ⾦沢市アートホール（ポルテ⾦沢 6 階） 

クリスマス 

CNIPAL 
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サロン・フランセ 広報リーフレット 

荒⽊由希事務局⻑が毎回⾃作していたプロ顔向けのリーフレット。 

オシャレで華やか、フランスの⾹り漂うフライヤー＆プログラムです。 

サロン・フランセⅣ 

サロン・フランセⅢ 

サロン・フランセⅡ 

サロン・フランセⅤ 
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ボジョレ・ヌヴォーを楽しむ⼣べ 2022       ⾦沢⽇仏協会理事 坂⼾ 美也⼦

⼀年前、前会⻑の岩城紀男先⽣から「永らく、ワイ
ンの話が続いたので、チーズとワインのマリアージ
ュの講演はどうでしょうか。ワインバー・シノンの
森下知⼦さんはソムリエールですが、チーズプロフ
ェッショナルの資格もお持ちなので、お願いしてみ
ましょう。」とのご提案をいただきました。私も森下
さんをよく存じ上げていましたので、担当させてい
ただくこととなりました。 

交流会のコンサートは、元雄ひとみさん（当会監
事）のお知り合いのヴァイオリンの先⽣から、ヴァ
イオリニストの池⽥恵美さん、ピアノの森舞さんを
ご紹介いただきました。 

コロナ感染者もじわじわと増えてきていてとても
⼼配しましたが、当⽇は総領事のジュール・イルマ
ン⽒も駆けつけて下さり、65 名もの参加者でとても
楽しい会となりました。 

森下さんは他にもアンダルシア州政府認定のシェ
リー酒の資格であるべネンシアドールやドイツワイ
ン上級ケナー等の資格をお持ちで、お仕事の傍ら、
様々なことに研鑽を積まれています。ホテル側には、
チーズの⼀種ミモレットの熟成したものと若いもの
をご⽤意いただき、森下さんのお話と共に、皆様に
楽しんでいただきました。フランスのチーズ全般に
ついてお話しいただき、「なるほど、そうだったのか」
と思うところ多々ありました。チーズの⾒⽅もちょ

っと変わって、
今まで以上に楽
しめるといいで
すね。 

さ て 第 ⼆ 部
は、⽇本⼤好き
な イ ル マ ン さ
ん、お忙しい中
お越しいただい
た村⼭卓⾦沢市
⻑からの祝辞で始まり、コンサートを楽しみました。 

ヴァイオリニストの池⽥恵美さんは、アントン・
ブルックナー⾳楽⼤学卒業後、様々なコンクールで
⾦賞グランプリ、第 17 回コルテミリア国際⾳楽コ
ンクール（2009 年イタリア）では第⼀位と輝かしい
経歴をお持ちです。現在は、⼦どもたちを含め後進
の指導にあたる⼀⽅、ホルン奏者の真⽥沙織⽒と共

に Duo cocor（デ
ュオ・ココール）を
結成し活動してい
らっしゃいます。 

ピアニストの森
舞さんは、３歳か
らピアノを始め、
⾦沢⼤学卒業後、

ハンガリー国⽴リスト⾳楽院にて研鑽を積まれまし
た。現在は⾼校等で⾳楽教師を務めながら、コンサ
ート活動もなさっています。 

コンサートは、フランスと⽇本のお馴染みの曲を
取り合わせ、緩急のついた演奏で楽しい時間を過ご
しました。⼊会希望の⽅も何⼈かいらして、若い⼈
も増えてくれるといいですね。  （さかと みやこ） 

サロン・フランセⅢ＜ボジョレ・ヌヴォーを楽しむ⼣べ＞ 
2022.11.20(⽇) 17:30〜（於 ⾦沢ニューグランドホテル「⾦扇」 

 講演「チーズとワインの楽しみ⽅」 森下知⼦さん（チーズプロフェッショナル） 

 交流会「フランスと⽇本 〜⾳楽の旅路〜」 
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講演録「チーズとワインの楽しみ⽅」 ワインバー＜シャトーシノン＞ 

ソムリエール/チーズプロフェッショナル 森下 知⼦ 

去る 2022 年 11 ⽉ 20 ⽇、コロナ禍が続き、数年

ぶりの開催となるこの会にお話しする機会をいただ

きました。60 ⼈を超える参加者に加え、⾦沢市⻑、

遠くは京都からフランス領事館の⽅がいらっしゃる

という事を数⽇前に知り、普段は⼩さなバーの中で、

お客様との会話を中⼼に仕事をしている私にとって

は⾝が引き締まる思いでした。しかも私の講演は、

ボジョレ・ヌヴォーの会だというのに乾杯の前。つ

まり私の話が終わらないと皆さん⾷事はおろか、ワ

インも⼀切⼝にできない︕というスケジュール。 

30 分という与えられた時間に終わらせなければ

というプレッシャーがありました。 

さて本題ではチーズとは何かという定義から、チ

ーズが始まった歴史や各地への伝播、⽇本初のチー

ズ「蘇」、タイプ別フランスチーズの紹介、原産地統

制呼称制度について、ワインと合わせるコツ、2022

年のヌヴォーについて等お話ししました。 

⼈が農耕牧畜を始めたのは約１万年前、チーズ作

りはその１千年程後に始まったとされます。家畜（⼭

⽺･⽺･⽜）が出産し、⼦の成⻑の為に出す乳を⼈間

が搾乳し、⽔分を排除して保存性を⾼めたのがチー

ズです。⻑い歴史の中でその場所に合った形でつく

られてきました。フランスでは「Un Village, Un 

Fromage - ⼀つの村に⼀つのチーズ」といわれます

が、ワインにおいてもこの国を知ると世界のワイン

に通じるというくらい多様性に富んだフランスを、

短時間でお伝えするのはかなり難しいテーマでした。 

1925 年、ロックフォールというブルーチーズが

ワインよりも早く正式に農産物の保護法である原産

地統制呼称（Appellation d'Origine Contrôlée＝

A.O.C.）を取得しました。あまりにも美味しかった

為、世界中で偽のロックフォールが横⾏したからで

す。チーズが A.O.C.と認可されるには、原料乳の種

類と産出地域、製造地域と⽅法、熟成地域と期間、

形、外⽪、重量、乳脂肪分が決まっていて、それを

クリアしたものだけが名乗れます。A.O.C.全体とし

てはワインが⼀番多く、この法律で守られています。

農産物に「法律」というとピンと来ないかもしれま

せんが、昨今は⽇本の農産物も海外に多く出るよう

になり、⽇本地理的表⽰（英語で G.I.という）が注

⽬され増加しています。農産物の保護法は⽣産者を

守り、消費者が安⼼して農産物を⼝にできるよう、

そしてこれからのグローバル社会において各地の歴

史や⾵⼟によって育まれた味を守るのです。 

当⽇はミモレットの熟成度の違いを講演後に味わ

っていただきました。このチーズは実は A.O.C.認可

外ではありますが、よく知られ愛されています。若

いミモレットはミルキーさが残っていてワインに合

わせやすく、熟成するほどに⾊が濃くなり味にも深

みと個性が

増します。

個性が出た

チーズは合

うワインを

選びますが

（個⼈的には⽇本酒が⼀番合うと思っています）、

A.O.C.以外のチーズも楽しんで味わいたいですね。 
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チーズとワインの楽しみ⽅においては、やはり「そ

の⼟地の⾵⼟で作られた物どうし」が⼀番おいしい

です。その為にはワインもチーズもどこで作られた

物かを知らなければなりませんが、専⾨の知識を持

った⼈に相談したり、調べたりするのが良いかと思

います。⾹りや味わいに合わせてドライフルーツや

ナッツ、ハーブやスパイスを付け合わせにするのも

良い⽅法です。 

私の勤めるワインバーでは、様々な国のワインを

提供していますが、お客様がどの国のワインを召し

上がっていても、フランスをはじめ欧州伝統のペア

リングに置き換えてチーズを選ぶことが多いです

（例えばカベルネ・フランのワインにはシェーブル

を合わせるとロワール地⽅のペアリング）。国を越え

ても、ワインの品種や味わいに合わせてチーズを選

ぶという事です。是⾮、お⽴ち寄りいただけると幸

いです。 

ハード系以外のナチュラルチーズは消費期限が短

い為ほとんどが空輸です。欧州のチーズには、取引

価格に輸送費、保険料を合算して数年前まで 30％も

の関税がかけられていました。2018 年から経済連

携協定（EPA）により段階を踏んで徐々に下がって

はいるものの、戦争によりロシア上空を⾶⾏機が⾶

べない 2022 年現在、多くはトルコ経由で輸⼊され

ています。関税が低くなっても、燃油サーチャージ

等や円安も加わり、市場価格は以前に増して上がっ

ています。コロナにより、欧州の各地においてチー

ズそのものが減少しているとも聞きます。美味しい

ものを美味しくいただくには、平和と健康がいかに

⼤切かということを痛感します。戦争とパンデミッ

クが収束することを祈るばかりです。 

この講演の機会をいただいたのは、前会⻑の岩城

紀男先⽣によるご提案でした。私がソムリエの資格

を取得し、北陸のような地⽅においてまだ少ないチ

ーズプロフェッショナルに合格した際にも⼤変喜ん

で下さり、成⻑をあたたかく⾒守っていただいたお

⼀⼈です。岩城先⽣には当⽇お会いできませんでし

たが、⼼より感謝を申し上げます。御静聴いただき

ました皆さん、ありがとうございました。 
（もりした ともこ） 

イルマン仏総領事、村⼭⾦沢市⻑と乾杯︕ チーズとワインがあれば皆笑顔になります 
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サロン・フランセⅣ「芸術の秋を楽しむ in21 美」 ⾦沢⽇仏協会理事 架⾕ 博⼦ 

2022 年度 秋の企画はいかがだったでしょうか︖ 

「イヴ・クライン展覧会についての説明と鑑賞」・「⾦沢・

世界⼯芸トリエンナーレ展のギャラリートークによる鑑

賞」と盛りだくさんの会でした。 

⼤樋⻑左衛⾨さんのご協⼒を得て⾦沢 21 世紀美術館⻑ 

⻑⾕川祐⼦さんの講演を聴くことができ、イヴ・クライン

展覧会においては内容の充実した鑑賞ができました。 

⼤樋⻑左衛⾨さんの解説による「⾦沢・世界⼯芸トリエ

ンナーレ展」は新しい時代の幅広い⾒⽅を持って⼯芸作品の鑑賞ができたのではないかと思います。 

❖ イヴ・クライン展に思うこと

美術品などを陳列して⼀般に公開する会を展覧会

と⾔いますが、イヴ・クライン展覧会はちょっと違

いました。今から半世紀も前に芸術の「⾮物質化」

を求め、新しい技法や芸術に対する⼤胆な試みを⾏

ったフランス⼈作家イヴ・クラインを知る展覧会で

あり、また「芸術の在り⽅」を考えさせられる展覧

会でした。 

私がイヴ・クラインの作品・活動内容を初めて知

ったのは、もう 50 年も前に⾒た「美術⼿帖」でし

た。アカデミックが主流だった時代に、「イヴ・クラ

イン」という名前は、前衛作家の範疇でしか認識し

ていなかった様に思います。当時、前衛作家の掲げ

る⾔葉や作品はいわゆる概念芸術でしか考えられず、

なかなか受け⼊れられない状態でした。今回、再び

鑑賞するイヴ・クライン展では、「前衛がいつかは主

流になる」と⾔っていた友⼈の⾔葉を思い出し、納

得した次第です。 

イヴ・クラインの表現したかったこととは、パン

フレットのまとめを引⽤しますと⾮物質性・精神の

⾃由・空間への⾶翔・宇宙的な想像⼒・アクション

やパフォーマンスを通して芸術の「感性」に触れら

れるようにするなどなど。イヴ・クラインの⽣きた

時代に投げかけられた想像⼒は、現代の作家たちに

も⼤きな影響を与えてきました。この半世紀の間に

現代の芸術表現では主流になってしまったことも

多々あります。⽣活のあらゆるもの・こと・考え⽅・

⾒⽅…その感覚は私たちが気づかないうちに⽣活に、

緩やかにまた速くとけこんできたようです。 

例えば 21 世紀美術館の恒久展⽰作品に「ブルー・

プラネット・スカイ」（ジェームズ・タレル（2004））

という作品があります。部屋の中に座り四⾓い空を

⾒上げ、変化してゆく空の様⼦を眺めることができ

ます。「絶えず変化する光の移り変わりを私たちに体

感させ知覚の本質について問いかける」という表現

です。キャンバスに描かれた絵画・彫塑された作品

など、技を鑑賞するのではなく、かつて前衛だった

イヴ・クラインのいう「精神の⾃由・空間への⾶翔・

宇宙的な想像⼒…」ではないでしょうか。そのよう

な観点で現代芸術作品を鑑賞してみると先駆者たち

の発想の⾰新的な試みと⾔われる所以を感じます。 

サロン・フランセⅣ＜芸術の秋を楽しむ in 21 美＞ 2023.11.26(⼟) 14:00〜 於 ⾦沢 21 世紀美術館 

 講演「フランスでの美術展＆イヴ・クライン展覧会」 ⻑⾕川祐⼦さん（⾦沢 21 世紀美術館⻑） 

 ギャラリートーク「⾦沢世界⼯芸トリエンナーレ」 ⼤樋⻑左衛⾨さん（美術家） 
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また、イヴ・クラインの流れをくむ現代作家とし

て韓国のキムスージャの作品「息づかい」（2022）

（回折格⼦フィルムで構成されるサイト・スペシフ

ィック・インスタレーション）の展⽰は印象的でし

た。太陽光線がプリズムを抜けるとき七⾊の光線を

発します。この作品では太陽光線が回折フィルム（プ

リズム光線を作るためのフィルム）を通し、プリズ

ム光線の七⾊が規則的な細い光の模様を作り出して

いました。美術館の回廊から⼤きなガラスに映し出

された光線は、⾒る⼈に向かって語りかけてくるよ

うで素敵でした。作家が意図した新しいプリズム光

線の模様を作ることにビックリさせられました。光

という⾮物質性を求めた作品はこのような切り⼝か

ら感性を広げてゆくのでしょうか。 

現代では主流となった芸術表現の在り⽅から⾒る

と、時代とともにかつての前衛は今や主流となり、

新たな前衛へと流れてゆくのでしょう。現代芸術と

⾔う⾔葉は古いかもしれませんが、現代を⽣きる

我々にとって前衛とは何かを考えさせられる良い機

会となりました。 

イヴ・クラインが掲げた「⾮物質性」を説明して

いただいた話の中に「タブラ・ラサ」と⾔う⾔葉が

出てきます。辞典で調べると「tabula rasa（ラテン

語）」で、意味は「⽩紙状態の意。蝋（ろう）などを

引いた書字版を取り消して何も書き込まれていない

状態」だそうです。この⾔葉は彼を理解するキーワ

ードだそうです。イヴ・クラインは戦争で「すべて

が無くなり、真っ⽩になった状態（タブラ・ラサ）」

から、「⼿に握られないものを芸術で試す」という考

え⽅で「⾮物質性」を掲げたそうです。仏語辞典を

調べてみると、「faire table rase (de qc)」で「（既

成の概念などを）⼀掃する、⽩紙に戻す」でした。

❖ 「⾦沢・世界⼯芸トリエンナーレ展」のギャラリートークをとおして

今回、「⾦沢・世界⼯芸トリエンナーレ展」を鑑賞

して、伝統⼯芸の世界で醸成された技術の上に、様々

なアイデアによって表現された新しい⼯芸作品に触

れることができました。 

⽯川県、特に⾦沢は昔から美術⼯芸活動が盛んで

す。ずっとこの地に住む⼈たちにとって、その仕事

に携わる⼈たちや知り合いが⾝近に居ます。その環

境で培い育まれてきた気質や審美眼はとても⼤きい

と感じています。⽇本伝統⼯芸展を⾒ても⽯川県の

伝統⼯芸作家の多さに驚かされます。⼯芸作品の材

質は陶磁・⾦属・染⾊・漆・⼈形・⽊・⽵・ガラス・

⾰・七宝・紙等々いろいろです。このトリエンナー

レ展では、その他に樹脂のようなものや、初めて⾒

る材質による表現もあり、従来の枠を超えた新しい

切り⼝でこれからの⼯芸を感じさせてくれるもので

した。ありとあらゆる材質、多様な表現⽅法・制作

⽅法への挑戦という⾯⽩い取り組みです。 

「⾦沢・世界⼯芸トリエンナーレ展 2022」の審査

員も務められた⼗⼀代⼤樋⻑左衛⾨さんにギャラリ

ートークをして頂き、作品への鑑賞ポイントや世界

各国の作家たちの⼯芸の捉え⽅の⾯⽩さを⼗分に教

えて頂きました。美術⼯芸偏差値の⾼い⾦沢で⼤樋

の伝統を保持しながら、果敢に現代の⼯芸に挑戦を

し続けている⼤樋⻑左衛⾨さんの解説を聞くことが

できたのは⼤変有意義でした。 （はさたに ひろこ） 

21 世紀美術館の回廊から⾒たキムスージャの作品
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サロン・フランセⅤ 新春の集い 2023        ⾦沢⽇仏協会副会⻑ 神⾕ 佳男

「サロン・フランセⅤ 新春の集い 2023」は、会

場を⾦沢ニューグランドホテル 12 階レストラン「ロ

ワ」に設定し、第⼀部の講演会と第⼆部の交流会で

構成された、2022 年度５回⽬で 2023 年の新年早々

に開催される⼤きなイベントだ。 

第⼀部の講演会では、在京都フランス総領事ジュ

ール・イルマン⽒（M. Jules IRRMANN, Consul 

general de France à Kyoto）を講師にお招きし、

「ビックリ・フランス 〜皆さまがご存知ないフラン

スをご紹介します〜」と題してパワーポイントを⽤

いた流暢な⽇本語で始まった。 

「フランスと⾔えば⽂化のイメージを皆様お持ち

でしょう。今⽇はそれ以外をご紹介したいと思いま

す。」と、これまで⾦沢⽇仏協会が開催してきた講演

内容との違いを予感させる切り⼝で話が始まる。 

スクリーンには当時のポール・クローデル仏⼤使

が提案し、その後 1936 年に建設された関⻄⽇仏学

館、現在アンスティチュ・フランセ関⻄と呼ばれる

洋館が映し出された。総領事イルマン⽒は、アンス

ティチュ・フランセ関⻄*の館⻑でもある。⽇仏⽂化

交流の象徴でもある京都のアーティストのレジデン

ス施設ヴィラ九条⼭などと⼀緒に紹介された。 

フランスは、⾃国の総⼈⼝よりも数多くの観光客

を受け⼊れている国である。パリ以外にも美しい⼭

や海、そして特⾊ある地⽅の景⾊や⽂化を、⼤聖堂

や数々の美しいお城、そして地⽅⾊豊かな⾷材や料

理を話題にしながら観光の魅⼒を存分に楽しめる。 

「こんにちのフランスの社会は、フランスサッカ

ーチームを⾒れば、その多様性に富んでいることが

わかるでしょう。」スクリーンには、サッカーチーム

のメンバーたち、市庁舎と思われる建物を背景に同

性婚者たちの幸せそうなカップルの様⼦、そして多

くの⼥性閣僚たちを含む政治家たちの集合写真とと

もに、ライシテ（Laïcité）と書かれた画⾯が映し出

される。《⾃由・平等・博愛》の精神を受け継いで、

出⾝、性差、宗教の違いを乗り越えて、すべての市

⺠を平等にというモットーを具現化したものだ。 

続くスライドは、男⼥格差ランキング⼀覧表、出⽣

率のグラフ、学校の授業の様⼦など、⽇本と⽐較し

ながらわかりやすい解説が⾏われた。 

筆者にとってビックリしたことが⼆つある。⼀つ

は、1960 年代までのフランスでは、銀⾏⼝座の開設

時や就労の場合、夫の許可が必要だったということ。

もう⼀つは、こんにちのフランスでは 60％以上の⼦

供が婚外⼦であるということ。 

サロン・フランセⅤ＜⽇仏新春の集い 2023＞ 2023.1.28(⼟) 17:30〜 於 ⾦沢ニューグランドホテル「ロワ」 

 講演「ビックリ・フランス」 ジュール・イルマンさん（在京都フランス総領事） 

 交流会「⾳楽で楽しむフランスと⽇本のものがたり」 
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⽇本では⼦供の⼈権が尊重されはじめた機運があ

るが、⼦供と家との関係がまだまだ強く、ひとりの

⼈格をもったひととしての扱いが徹底していないよ

うに思われる節が多々ある。⼾籍や社会保障に家制

度の意識がまだまだ強く残る⽇本と⽐較するとフラ

ンスの実情には驚かされる。 

恥ずかしながら、カルチャー・パス（pass Culture）

についても筆者は知らなかった。18 歳の若者に⽂化

に親しんでもらうためにマクロン政権が発⾏した

300€分のパスで、美術館やコンサート、映画の利⽤、

書籍や画材、ビデオゲーム等の購⼊、ダンスレッス

ン受講などができ、美術館でお誕⽣⽇会の開催も可

能という。また、⾼校の最終学年時に週 4 時間の哲

学の授業があり、そのことが⼈々のヒューマニティ

や創造性に貢献しているという話も興味深かった。 

他にも、分野別世界ランキングでトップ 5 位内に

⼊っているフランス企業が数多くあること、マクロ

ン⼤統領が強く推し進めるスタートアップ企業育成

のためのラ・フレンチ・テック（La FRENCH TEC）、

科学分野で数多く活躍するフランスのノーベル賞受

賞者たち、フランスの⾼等教育機関の⾼評価、英語

で授業が⾏われダブル・ディグリーが取得可能な⼤

学が多いこと、ギアナ宇宙センターをはじめとする

宇宙開発研究、外交ネットワークの強み、発電やプ

ラスチック問題を含めた SDGs の取り組みの紹介、 

そして⽇本との協⼒関係では、宇宙ステーション、

核施設関連、マンガ、佐世保での共同軍事演習など、

⾦沢⽇仏協会では取り上げることがほとんどない話

題が満載だった。 

今回の新春の集

いは、新型コロナ感

染症拡⼤の勢⼒が落

ち着いている状態だ

ったこともあり、45

名の参加者が集い、前年度と⽐較して参加者同⼠の

活発な交流が印象的だった。事実、17 時の受付開始

前から皆さんが、懐かしさからか、出席者同⼠挨拶

とともに会話を楽しんでいる様⼦が印象的だ。17 時

半から予定されていた講演会の開始時刻を過ぎても

着席する様⼦が⾒られない。こちらがマイクで開始

をアナウンスしても、ガヤガヤと会話の⾳で消され

てしまう。本来もう少し⻑い時間が必要なところを、

短めに設定して講演会のプログラムを組んでいたた

め、司会者としては少し焦り気味だった。10 分遅れ

で下⼿な挨拶をはじめたという記憶があるが、イル

マン⽒の紹介後、いざ作動ボタンを押すも画⾯が映

らない。プロジェクターは、2 時間も前からセッテ

ィングしていたにもかかわらず、原因不明でスクリ

ーンに画像を投影しない。焦りとプロジェクターの

不具合で頭が真っ⽩になった。 

幸いイルマン⽒は

落ち着いた様⼦だった。

実は、2023 年 5 ⽉の

G7 サミットに合わせ

て、富⼭・⽯川で教育

⼤⾂サミットが開催されるが、当地での機運を盛り

上げるため、市内の学校で⼦供たちに「ビックリ・

フランス」の話をすべく前⽇に⾦沢⼊りしていたの

である。また何度も来沢され、以前にお⽬にかかっ

ていることもあり、親しみがあった。 

最後のスライドが、世界のスポーツの祭典、2023

年のラグビーのワールドカップのフランス開催と

2024 年のパリのオリンピックだった。⽇本からフ

ランスに引き継がれる形で開催されるラグビーやオ

リンピックという内容で締めくくられており、

SDGs と若い世代の教育、そして未来への継続性を

強く意識した印象を与えた。 

イルマン総領事に改めて感謝するとともに、準備

から当⽇の進⾏、場の盛り上げまで、⾦沢⽇仏協会

の皆様、出席者の皆様、ホテル関係者各位、全員に

感謝したい。また⽵村⾦沢⽇仏協会会⻑、荒⽊事務

局⻑の御尽⼒なしには楽しい会にならなかっただろ

うと思う。感謝したい。    （かみたに よしお） 

*アンスティチュ・フランセ関⻄は、2023 年 4 ⽉ 1 ⽇から「関⻄⽇

仏学館」に名称変更された。 

 



- 18 - 

フランス⼤好きの五⼗嵐先⽣へ 〜⼼にポッカリ⽳が空きました〜 

⾦沢⽇仏協会相談役 ⼩間井 孝吉 

フランスのことなら無理を頼んでもいやいやと⾔

いながらも、控えめながらお願いした以上のことを

して頂ける⽅でした。そのようなホットな性格が会

員皆さんに慕われていました。特にナンシー市との

姉妹提携 40 周年記念事業では真⾻頂を発揮されま

した。和菓⼦をテーマに⽇仏交流をしましょうとな

ったとき、先⽣の発想は単に⾦沢伝統の和菓⼦をフ

ランス⼈に振る舞うのではなく、ナンシー市から若

⼿にこだわったパティシエ（バスティアン･ベダール

さん）を招聘して、2 週間の上⽣菓⼦作りを⼩出さ

んで修⾏させ、⾦沢の⼼を掴むためのお茶や⾦箔の

⽂化体験も体得してもらい、感性が研ぎ澄まされた

ところで、⾦沢のコンセプトを取り⼊れたフランス

⾵和菓⼦（命名︓秋の旅）を試作してもらうことで

した。⽇仏合作の⼤変ユニークな和菓⼦「秋の旅」

の試⾷会も⾏ない、招待された⾦沢市⻑も太⿎判を

押していかれました。 

そして第⼆部はナンシー市に⾶び、市役所での 40

周年記念式典のあと、カバンに重い餡⼦を⽇本から

持ち込み、ナンシー市⺠に対してバスティアンさん

の和菓⼦作りの実演と試⾷会を市役所ホールに於い

て開催するなど企画されました。その先⽣の思いが

バスティアンさんに乗り移り、ナンシー・⾦沢⾵和

菓⼦「秋の旅」が、その美的感覚とヘルシーさでも

ってナンシー市⺠に⼤変な⼈気を博しました。 

更に第三部は、パリに戻りこれまでに⾦沢へ語学

研修に来ていたイナルコの学⽣らを招待し、同様に

製作・試⾷会を⾏ない、交流を深めることとなりま

した。これらの段取りを全て五⼗嵐先⽣が影武者と

なって取り仕切り、学⽣らと共に楽しんでいたお顔

は忘れられません。この時は先に亡くなられた副会

⻑の⽊下光代さんや前会⻑の岩城先⽣らがサポート

に⼊り、呼び⼦をしました。 

フランスでは 1 週間の事業でしたが、それらをこ

なし笑い顔の絶えない先⽣のスタミナやアイデアそ

して実⾏⼒には脱帽で、私どもを⽀えて頂きました。

このような企画⽴案と⾏動⼒が今の⾦沢⽇仏協会の

原動⼒となったことに、⼼から感謝とお礼を申し上

げます。フランスと⽇本を通してこよなく⼈を愛し

た五⼗嵐先⽣、とうとう「秋の旅」を超え天国まで

旅してしまったのですね。安らかにお眠りください。 

合掌 ⼩間井 孝吉 
（こまい こうきち） 

ナンシー市役所での「秋の旅」売り⼦ 

ボジョレ・ヌボーを楽しむ会でミス-ブルゴーニュと共に
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 事務局⽇誌 
2022 年（令和 4 年） 
1 ⽉ サロン・フランセⅣ＜⽇仏新春の集い 2022＞（於 ⾦沢ニューグランドホテル「ロワ」） 

 講演「⾦沢から世界への発信 〜スポーツと⽂化の交流〜」 平⼋郎 ⽒（⾦沢スポーツコミッション代表） 

 交流会「名曲の花束」 

ピアノ演奏︓直江久美⼦さん  ヴァイオリン演奏︓根来かなうさん 

３⽉ 理事会（令和３年度事業報告・４年度事業計画案、役員⼈事案 他） 

４⽉ 令和４年度総会＆サロン・フランセⅠ（於 ⾦沢市⽂化ホール） 

 講演「最近のパリ事情 〜パリで働き、住んでみて」 池⽥志穂さん（⾦沢市国際交流課主査） 

４⽉ 北國新聞社 表敬訪問 

５⽉ ⾦沢市 村⼭卓市⻑ 表敬訪問 

７⽉ サロン・フランセⅡ＜パリ祭 2022 〜歌曲の⼣べ＞（於 ⾦沢ニューグランドホテル「パラッツォ」） 

 講演「フランスで過ごした“豊かな”時間 ―出会いと発⾒に満ちた 9 年―」 熊⽥祥⼦さん（ソプラノ歌⼿） 

 交流会「フランスと⽇本の歌曲の調べ」 

ソプラノ︓熊⽥祥⼦さん  ピアノ演奏︓松永みなみさん 

11 ⽉ サロン・フランセⅢ＜ボジョレ・ヌヴォーを楽しむ⼣べ＞（於 ⾦沢ニューグランドホテル「⾦扇」） 

 講演「チーズとワインの楽しみ⽅」 森下知⼦さん（チーズプロフェッショナル） 

 交流会「フランスと⽇本 〜⾳楽の旅路〜」 

ピアノ演奏︓森 舞さん  ヴァイオリン演奏︓横⼭友美さん 

11 ⽉ ⽯川県 馳浩知事 表敬訪問 

11 ⽉ サロン・フランセⅣ＜芸術の秋を楽しむ in 21 美＞（於 ⾦沢 21 世紀美術館） 

 講演「フランスでの美術展＆イヴ・クライン展覧会」 ⻑⾕川祐⼦さん（⾦沢 21 世紀美術館⻑） 

 ギャラリートーク「⾦沢世界⼯芸トリエンナーレ」 ⼤樋⻑左衛⾨さん（美術家） 

2023 年（令和５年） 
1 ⽉ サロン・フランセⅤ＜⽇仏新春の集い 2023＞（於 ⾦沢ニューグランドホテル「ロワ」） 

 講演「ビックリ・フランス」 ジュール・イルマンさん（在京都フランス総領事） 

 交流会「⾳楽で楽しむフランスと⽇本のものがたり」 
ソプラノ︓津野⾥絵⼦さん  ピアノ演奏︓沢芹菜さん 

３⽉ 理事会（令和４年度事業報告・５年度事業計画案、姉妹都市 50 周年記念イベント計画 他） 

４⽉ 令和 5 年度総会＆サロン・フランセⅠ 

編集後記 
約 15 年ぶりに⾦沢⽇仏協会へ再加⼊。と思ったら、

よくわからないままにボンジュール編集に携わるこ

とになり、「何をすればよいのかな」と呑気に構えて

いるうちに、気がつけば年度末。⼀時は発刊すら危ぶ

まれたが、⽵村会⻑、荒⽊事務局⻑はじめ、原稿執筆

を快諾して下さった皆さんのおかげで、どうにか完成

にこぎつけることができた。胸を撫でおろしている。 

100％満⾜の仕上がりとはならなかったが、兎にも⾓

にも発刊できたことに乾杯。Merci à tous︕（⼤野） 

事務局後記 
1973 年から続く歴史ある⾦沢⽇仏協会は、皆様の協会への想い

とご協⼒があってこそ、持続可能であると深く感謝しております。 

2022 年度は、⾦沢⽇仏協会の役員体制が新しく変わり、新しい⽯

川県知事や⾦沢市⻑を表敬訪問しました。また、⽂化の⾹り⾼い

イベントが多く⾏われ、新しい会員メンバーが増えてきました。 

そしていよいよ今年は、⾦沢市とナンシー市の姉妹都市 50 周年

記念の年となります。フランスと⽇本とが密な関係を築き、国際

交流が発展しますように、2023 年度も皆様のご協⼒とお⼒添え

を宜しくお願いいたします。Merci beaucoup︕    （荒⽊） 



 

 

Bonjour（⾦沢⽇仏協会会報） 
発⾏⽇︓2023 年 3 ⽉ 31 ⽇ 

発⾏⼈︓⾦沢⽇仏協会 

〒921-8105 ⽯川県⾦沢市平和町 1-3-1 

⽯川県平和町庁舎内 

http://www2.spacelan.ne.jp/~nitihutuka 

編集委員︓⼤野裕美・荒⽊由希 

随時会員募集中 
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